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来
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
研
究
の
手
法
は
、
あ
く

ま
で
も
「
幻
影
」
か
ら
「
実
体
一
を
抽
出
し
よ
う

と
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
研
究
が
進
展
し
た
か
ら

こ
そ
、
今
度
は
「
実
体
」
が
「
幻
影
扁
へ
と
変
化

し
て
い
っ
た
過
程
に
も
目
を
向
け
る
余
地
が
開
か

れ
た
の
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

研
究
の
新
し
い
皿
歩
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、

受
容
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
本
書
が
主
に
想
定
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
、
専
門
家
で
な
い
読
者
に
も
、

西
洋
古
代
史
の
現
代
に
与
え
る
影
響
力
が
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
は
全
体

の
結
論
部
分
で
、
再
び
現
代
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
問
題

に
立
ち
戻
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
実
像
と
受

容
の
二
つ
を
扱
っ
た
こ
と
で
、
過
去
の
「
実
体
」

だ
け
で
な
く
、
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
た
過
去
の

「
幻
影
」
も
ま
た
現
代
の
人
び
と
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
、
当
初
の
違
和
感
は

払
拭
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
読
者
は
変
幻

自
在
で
一
面
的
に
は
捉
え
き
れ
な
い
過
去
と
、
ど

の
よ
う
に
向
か
い
合
え
ば
よ
い
の
か
と
い
う
新
た

な
問
題
に
直
面
す
る
に
違
い
な
い
。
本
書
は
、
遠

い
過
去
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
我
々
が
生
き
る
現

代
に
つ
い
て
も
一
考
を
促
し
て
く
れ
る
　
冊
で
あ

る
。
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史
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一
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五
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年
報
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現
代
史
研
究
（
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史
研
究
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央
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院
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史
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奮
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所
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究
院
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言
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七
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史
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究
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）
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良
学
研
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帝
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学
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五

史
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史
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會
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本
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史
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史
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史
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滞
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［
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書
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書
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史
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史
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史
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叢
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究
発
表
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会
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代
表
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史
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史
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究
所
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五
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東
ア
ジ
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（
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史
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史
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史
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史
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史
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